
令和６年度  

第 5 回 伯寿の郷ユニット型特養運営推進会議議事録 

   

 

１．日 時     令和 7年 1月 21日(火) 14時～14時 30分 

 

２．場 所     伯寿の郷 会議室  

 

３．出席者   家族様代表        １名様（入所者ご家族代表） 

地域住民代表者      １名様（前安田交流センター館長）（欠席） 

知見を有する者      １名様（安田地区民生委員）  

    市役所職員        １名様（安来市介護保険課） 

    地域包括支援センター職員 １名様【代理】（包括支援センター相談支援員） 

    施設職員         竹内施設長、山﨑主任（欠席）、今岡 

 

                  

４．挨拶（施設長） 

   

５．会議次第 

   （１）入所者様の暮らしについて 

   （２）資質向上について 

   （３）質疑応答 

 

議事録 

 議題に沿って、管理者より説明があり、質疑応答に入った。 

【暮らしの内容説明】 

 月 1回のご利用者が食べたいメニュー作りで、カレーライス等は喜ばれた。12月にはクリ

スマス会を開催。ご家族にプレゼントを準備して貰い、ご本人に渡すと涙を流して喜ぶ方も

おられた。利用者、職員双方にとって負担の少ない福祉用具の研修を理学療法士に依頼して

行う。施設の雰囲気をより良くするラボット君の話をする。避難訓練の大切さを話す。 

正月明けにクラスター発生し、悠花利用者 20 名強、職員 7 名程度出る。他の施設も同様で

大変な状況である。 

労働環境改善にも繋がる福祉用具について、今年度からサブスク方式で車椅子を利用してい

る。利用者に合ったものを選定、掃除やメンテナンスも含まれ、職員がそれに取られる時間

が減り良い効果がある。 

 

（包括職員）私も現場で直接介護をしていたのでよく分かるが、職員・利用者双方にとって 

負担・不安が減る事は良い事だと思う。研修で理学療法士の専門性を活かす事で、現場職員 

の安心感は増すと思う。 

 

（市職員）避難訓練は何人体制で実施していますか。 

 

（施設職員、施設長）職員体制の悪い想定ですので、全体で 5 名体制です。「初期消火、通



報、応援を呼ぶ」これが大事です。 

 

（知見を有する方）様々な対応が複雑となる中、サブスクを利用して利用者に合った物を、

それを利用することで出来た時間を、職員が他の事に使えるのはいい事ですね。 

 

（家族代表）いつも写真付きで利用者の様子を教えてくれ、生活ぶりがよく分かり感謝して

いる。 

 

 

  次回 3月 18日（火）14時～ 


